
取扱説明書

◎この製品は日本国内専用です。国外では
使用しないでください。

お客様へ
このたびはネポン製品をお買い上げい
ただきまして、まことにありがとうご
ざいます。
この商品を安全に正しく使用していた
だくために、お使いになる前にこの「取
扱説明書」をよくお読みになり、十分
に理解してください。
お読みになった後は、手元においてご
使用ください。

工事をされる方へ
工事を始める前に、必ず別冊の「工事
説明書」をお読みください。
工事完了後、必ずこの「取扱説明書」
をお客様にお渡しください。

製品保証
「保証書」はこの「取扱説明書」と同
封してあります。
「取扱説明書」とともに、大切に保管
しておいてください。

◎この製品は給湯・暖房・昇温用です。…
他の用途には使用しないでください。

ON － 313   15 ／ 16

ON － 313F 15 ／ 16

業務用・油だき温水ボイラ

017618000B
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必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い

1 安全上のご注意安全上のご注意
■ご使用になる前に、この「安全上のご注意」をよくお読みのうえ正しくお使い

ください。
■ここに示した注意事項は、安全に関する重大な内容ですので、必ず守ってくだ

さい。
■表示と意味は、次のようになっています。

警告 (WARNING）
誤った取り扱いをすると、人が死亡ま
たは重傷を負う可能性が想定される内
容を示します。

注意 (CAUTION）
誤った取り扱いをすると、人が軽傷を
負ったり、物的損害※の発生が想定さ
れる内容を示します。

分解禁止

アース工事
をすること

回転注意

△は、注意（危険、警告を含む）を示します。
具体的な注意内容は、△の中や近くに絵や文章で示します。
左図の場合は「回転注意」を示します。

※物的損害とは、業務用施設や栽培物および動植物にかかわる拡大損害を意味します。

■図記号の意味は、次のようになっています。

 ネポン指定以外の部品などの取り付けについて

ネポン指定以外の部品などの取り付けおよび使用は、製品の性能を損ねる改造行為と
なります。
改造行為を行った場合、当社は保証期間内でも製品に関する一切の責任は負いません。
ネポン指定以外の部品などの使用による事故、機器の故障およびその他のトラブルな
どは、すべてお客様の責任の範囲で処置いただくこととなります。

は、禁止（してはいけないこと）を示します。
具体的な禁止内容は、 の中や近くに絵や文章で示します。
左図の場合は「分解禁止」を示します。

●は、強制（必ずすること）を示します。
具体的な強制内容は、●の中や近くに絵や文章で示します。
左図の場合は「アース工事をすること」を示します。
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 安全上のご注意

必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い

1

高温部 
接触禁止

燃焼中や消火直後は、高温部・
排気筒に手など触れない
やけどのおそれがあります。 高温注意

シャワーを使用する場合や入浴
するときは、温度を確かめてか
ら使用する
やけどのおそれがあります。

ガソリン 
厳禁

ガソリンなど揮発性の高い油
は、絶対に使用しない
爆発や火災のおそれがあります。 転用禁止

給湯･暖房･昇温以外の用途で 
使用しない
故障や事故のおそれがあります。

指定燃料 
使用

燃料は灯油（JIS1号灯油）を
必ず使用する
火災や故障のおそれがあります。 専門業者

移設する場合は、必ずお買い上
げの販売店、またはお近くの 
ネポン営業所へ依頼する
移動工事はお客様ご自身では行わ
ないでください。
不備があると感電や火災のおそれ
があります。

排気筒 
外れ危険

排気筒（煙突）が外れたままで
使用しない
運転中に排ガスが屋内に漏れて危
険です。

給排気筒 
外れ危険

給排気筒（管・ホース）が外れ
たままで使用しない
運転中に排ガスが屋内に漏れて危
険です。

排気筒の 
閉そく危険

排気筒がつまったりふさがれた
ままで使用しない
閉そくしていると、運転中に排ガ
スが屋内に漏れて危険です。

給排気筒
トップ 

閉そく危険

給排気筒や燃焼用空気取り入れ
口が雪でふさがれたままで使用
しない
不完全燃焼や故障のおそれがあり
ます。

 警告（WARNING）

 注意（CAUTION）
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安全上のご注意1
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い

可燃物 
近接禁止

機器の周辺に可燃物を近づけ 
ない
火災のおそれがあります。 危険物 

近接禁止

機器の周辺に危険物を近づけ 
ない
火災や爆発のおそれがあります。

囲い禁止

機器や排気口を波板などで囲わ
ない
不完全燃焼や火災のおそれがあり
ます。

分解修理・ 
改造の禁止

分解・修理・改造はしない
ご自分で修理などを行い、使用さ
れますと事故のおそれがあります。

異常・故障時 
使用禁止

異常（異音・異臭）を感じたとき
や故障と思われるときは使用を
中止し、お買い上げの販売店ま
たはお近くのネポン営業所に連
絡する
異常のまま使用すると感電や火災、
事故のおそれがあります。

電源コード 
を傷めない

電源コードに無理な力を加えた
り、物を乗せたりしない
火災や感電のおそれがあります。

コードでの 
引き抜き 

禁止

電源プラグを抜くときは、コー
ドを持って引き抜かない
火災や感電のおそれがあります。 電源プラグ

は確実に 
差し込む

電源プラグはコンセントに根元
まで確実に差し込む
火災のおそれがあります。

電源プラグ
を抜く

長期間使用しないときは電源プ
ラグを抜く
火災や予想しない事故のおそれが
あります。

電源プラグ
のお手入れ

をする

ときどきは電源プラグを抜き、
ほこりを除去する
発火や火災のおそれがあります。

不良灯油 
使用禁止

変質灯油や不純灯油などの不良
灯油は使用しない
燃焼不良のおそれがあります。 不良 

コンセント 
使用禁止

傷んだプラグやゆるんだコンセ
ントは使用しない
火災のおそれがあります。

 注意（CAUTION）
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 安全上のご注意

必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い

1

水道法以外
の水の 

使用禁止

水は水道法に規定された水質基
準に適合する水を使用する
故障や水漏れのおそれがあります。 ぬれた手 

禁止

ぬれた手で、電源プラグに触ら
ない
感電のおそれがあります。

ぬれた手 
禁止

ぬれた手で、スイッチなどを操
作しない
感電のおそれがあります。 油漏れ 

確認

油漏れがないことを確認する
火災や公害のおそれがあります。

油漏れ時 
使用禁止

油漏れがある場合は機器の使用
を中止し、お買い上げの販売店
またはお近くのネポン営業所に
連絡する
火災や公害のおそれがあります。

ゴム製 
送油管の 

点検・交換

ゴム製送油管の点検・交換をする
ゴム製送油管を少し曲げてひび割
れや亀裂があった場合は交換して
ください。ゴム製送油管は時間と
共に劣化しますので、ひび割れや
亀裂などがない場合でも２～３年
に１度は新しいものに交換するこ
とをおすすめします。…
交換しないと灯油の漏れにつなが
り、火災のおそれがあります。

機器への 
乗降禁止

機器本体、燃料接続口や排気口
などに乗らない
けがや機器の変形による故障のお
それがあります。

高湿度 
使用禁止

高湿度の場所では使用しない
本体や機器内部がぬれたり、結露
するような高湿度状態で使用する
と、漏電するおそれがあります。

飲料用 
使用禁止

飲料用として使用しない
ひふ障害や、下痢・腹痛など体を
こわすおそれがあります。 水抜き注意

機器の水抜きをするときは、機
器が冷えてから行う
やけどのおそれがあります。

定期点検

日常の点検・お手入れは必ず 
行う
機器が故障するおそれがあります。 電源プラグ

を抜く

点検や掃除をするときは、機器
を停止させ、電源プラグを抜き、
送油バルブを閉じる
けがや感電のおそれがあります。

 注意（CAUTION）
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製
品
型
式
記
号
と
意
味

製品型式記号と意味
■お買い上げいただいた油だき温水ボイラの型式は、以下のような意味を表して

います。
●取扱説明書の中で、型式の違いにより説明内容が異なる場合があります。
●製品に貼り付けてある主銘板をご覧になり、該当する機種をご確認ください。

ＯＮ ３１ Ｆ 13 5

製品記号
油だき温水ボイラ
（多目的・昇温）

種類
 なし	：�屋外用開放形 または  

屋内用半密閉式強制排気形
  Ｆ	 ：屋内用密閉式強制給排気形

出力表示
31：�31000cal/ｈ 

(36.0kW)

シリーズ
記号

周波数
5：50Hz 
6：60Hz

設計変更
0 ～数字

－
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3
外
観
図

3各部のなまえとはたらき
3-1　外観図

■この機器は、灯油を燃焼させお湯を沸かす機器です。

ＯＮ－３１３（屋外用開放形／屋内用半密閉式強制排気形）

ＯＮ－３１３Ｆ（屋内用密閉式強制給排気形）

逃し口

（左右）

（左右）

操作部

排気筒 /
排気トップ接続口

給水口 /暖房戻り口 /
排水口

給湯口または
暖房往き口

操作部
（左右）

（左右）

給水口 /暖房戻り口 /
排水口

給湯口または
暖房往き口

給気筒接続口
逃し口

排気筒接続口
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各部のなまえとはたらき3
構
造
図
／
リ
モ
コ
ン
（
操
作
部
取
り
付
け
）

3-2　構造図

3-3　リモコン（操作部取り付け）

地震（震度５以上）のとき
に燃焼を停止させます

対震自動消火装置
（感震器）

熱交換器内水温を検知し
ます

熱交換器が異常過熱した
とき、ボイラの運転を停止
させる装置です

温度過昇防止装置
（ハイカット）

熱交換器が過熱したとき、
ボイラの運転を停止させ
る装置です。

過熱防止装置
（ハイリミット）

温調感温部
（缶水サーミスタ）

熱交換器
燃焼したときの熱を利用
し、水をお湯にします

バキュームブレーカ
断水等で熱交換器の圧力
が低下したときに熱交換
器を保護します

機器すべての制御をします

バーナ
コントロールリレー

バーナ送風機
燃焼に必要な空気を供給
します

エアシャッター
燃焼に必要な空気の調整
をします

電磁ポンプ
燃焼に必要な灯油を供給
する装置です

オイルストレーナ
灯油に混入している不純
物を分離します

異常燃焼を検知する装置
です

燃焼制御装置
（炎監視器）

アース取り付けねじ
万一の感電防止のため、
アース工事を行ってくだ
さい

電 源

燃 焼

温度調節

( 点滅時異常 )

低 高

中

Ｆ

入 

切
ＲＣ－４５

　  特定保守製品 特定製造事業者等名
　  設計標準使用期間 3 年
  問い合わせ連絡先 お客様相談窓口 046-247-3195
  製造年月、点検期間、型式は製品本体に記載

燃焼ランプ

温度調節つまみ

電源ランプ

電源スイッチ
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各部のなまえとはたらき

銘
板

3
3-4　銘板

お
願
い

●●本体に貼り付けてある銘板がはがれたり、文字が消えたりした場合は、お買い
上げの販売店より購入していただき、貼り替えてください。

上面

前面

よく読む

この商品を安全に正しく使用

していただくために、お使い

になる前に付属の「取扱説明

書」をよくお読みになり、十

分に理解してください。

外れ危険

排気筒、給排気筒（管ホース）

が正しく接続されていること

外れたりしていると運転中に

排ガスが室内に漏れ危険です。

ガソリンなど揮発性の高い

油は、使用しないこと

火災のおそれがあります。
運転及び停止のしかた

お客様にお願い

万一異常を感じたとき

万一異常を感じたり、緊急の場合はあわ

てずに消火してください。

( 電源プラグを抜き、送油バルプを閉めて

ください。)

凍結の注意

凍結により熱交換器が破壊されることが

ありますので十分注意してください。

定期点検

一年に一回の「定期点検」をおすすめします。

運転

給湯リモコンの電源スイッチ 入切 を押し

て、電源ランプを点灯させてください。

運転を開始します。

停止

給湯リモコンの電源スイッチ 入切 を押し

て、電源ランプを消灯させてください。

運転を停止します

・

・

・

接触禁止

燃焼中や燃焼停止直後は

排気口付近に手をふれな

いこと。

やけどのおそれあり

警告、注意銘板
安全に関する重要な内容について貼り付けています

安全注意ラベル

安全注意ラベル

主銘板
製品の型式、製造番号などを記載しています
➡８ページ「2. 製品型式記号と意味」
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各部のなまえとはたらき3
シ
ス
テ
ム

3-5　システム

◎◎必ず減圧弁、逃し弁を取り付けてください。

◎◎暖房配管には、シスターンを使用してください。

給湯のとき

暖房のとき

減圧弁・・・・・水道水の圧力を78.4kPa(0.8kgf/cm2)以下にして機器に給水します。
逃し弁・・・・・機器内の水が加熱され、膨張した分だけ機器内の水を逃します。
自動空気抜弁・・機器内にたまった空気を逃します。

排水栓

Ｒ

Ｓ

減圧弁

給水元栓

ストレーナ

機器

水道

給水配管

逃し弁ホッパー

給湯配管

シャワー付
混合水栓

自動空気抜弁

給湯

給湯栓

同圧給水管
(シャワー用)

水栓

混合水栓

水道

給水元栓 いっ水管

給水配管
給水栓

シスターン

暖房往き

暖房戻り

温水循環ポンプ

排水栓

機器

水高計

逃し管

１
０
ｍ
以
内

温度計

バイパス配管
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4
燃
料

4使用前の準備
4-1　燃料

■「不良灯油」とは、下記のような灯油のことです。このような灯油は絶対に使用
しないでください。

■灯油は下記に従い、正しく保管してください。

●●ガソリンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください
爆発や火災のおそれがあります。
●●燃料は灯油（JIS1号灯油）を必ず使用してください
火災や故障のおそれがあります。

 警告

●●変質灯油や不純灯油などの不良灯油は使用しないでください
燃焼不良のおそれがあります。 注意

●●変質灯油
・昨シーズンより持ち越した灯油◎
・温度の高い場所で保管した灯油◎
・日光の当たる場所で保管した灯油◎

●�屋外オイルタンクは使用量に見合う容量の油タンクを
選び、日の当たらない北側などに設置することをおす
すめします。
●�オイルタンク内の水抜きをしてください。…
➡�24 ページ「8-3　月に１～２回の点検・お手入
れ」の「❶オイルタンクの水抜き」参照

不良灯油とは

正しい灯油の保管方法

不純灯油
・水やごみなどが混入した灯油◎
・ガソリン、軽油、シンナー、天ぷら油、◎
　機械油などが混入した灯油◎
・灯油以外の油を入れたことのある容器に◎
　保管した灯油◎
・水抜剤や助燃剤を添加した灯油

屋外オイルタンク
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使用前の準備4
燃
料
／
給
油

■給油をするときは、以下のことに注意してください。

■初めに、13 ページ「正しい灯油の保管方法」に従って、正しい保管状態であっ
たか確認してください。

■次に色で見分ける方法があります。以下の方法で見分けてください。

1 � �オイルタンクへの給油
給油のとき、水、ゴミなどを入れないよう特
に注意してください。
水、ゴミなどは、燃焼不良や機器の寿命低下
などの原因になります。

2 � �灯油をこぼさない
もしもこぼれたときは、乾いた布でよくふき
とってください。

3 � �給油口ふたは確実に閉める
4 � �オイルタンクを空にしない
空にするとオイルストレーナのエア抜きが必
要になります。

4-2　給油

不良灯油の見分け方

1２つの透明なコップを用意し、片方に水・もう片方に
灯油を入れます。
2２つのコップの背後に白い紙を当て、色を比較します。…
○正常な灯油の場合：無色透明です。…
×�不良灯油の場合：灯油に色がついてます。…
・変質灯油は、うす黄色をおびた色になったり、…
　すっぱい臭いがします。…
・不純灯油は、水が混入し下に溜まり、灯油と水が…
　分離した状態になります。…
・保管の状態によっては、着色してなくても灯油が
　変質している場合があります。

・水、ゴミなど
　灯油以外を入れない

・ふたは
 “しっかり確実に”

白い紙

灯油水

透明なコップ

見分け方
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使用前の準備 4
油
配
管
の
エ
ア
抜
き
／
給
水

4-4　給水

●● 水は水道法に規定された水質基準に適合する水を使用してください
事故や水漏れのおそれがあります 注意

4-3　油配管のエア抜き
■試運転のときや、オイルタンクを空にしたときは、オイルストレーナのエア抜

きが必要です。以下の手順でエア抜きをしてください。

■給水元栓を開き、水を入れてください。
■機器を使用しているときは、給水元栓を常に開けておいてください。

1 � �送油バルブを開く
オイルタンクに給油し、送油バルブを開
いてください。

2 � �エア抜きをする
布などをオイルストレーナの下に当て、
エア抜きねじをドライバーで緩めてくだ
さい。

3 � �エア抜きねじを締める
空気が抜け灯油が出てきたら、エア抜き
ねじをしっかり締めてください。

お
願
い

●●エア抜きを行うときは、電源プラグをコンセントから抜いてください。
●●空気が抜けても着火しないときは、続けて５回以上の着火動作をしないでくだ
さい。…
このようなときは、お買い上げの販売店、またはお近くのネポン営業所へご連
絡ください。

こぼれた灯油はよくふきとってください。

エア抜きねじ

布

オイル
ストレーナ

閉

開
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5
水
平
の
確
認
／
水
量
の
確
認
／
水
漏
れ
の
確
認

運転前の確認

■機器の据え付けが水平であることを確認してください。

●●機器の周辺に可燃物を近づけないでください
火災のおそれがあります。
●●機器の周辺に危険物を近づけないでください
火災や爆発のおそれがあります。

 注意

5-1　水平の確認

1 � �機器の据え付け位置が安定しているか確認�
機器が傾いていないか確認してください。

■機器に水が十分に入っていることを確認してください。

5-2　水量の確認

1 �� �給水元栓、給湯栓を開く
給水元栓、給湯栓の順で開き、給湯栓から水が出ることを確認してください。

2 �� �逃し弁を使用している場合
逃し弁のレバーを上げて、逃し管から水が出てくることを確認してください。

3 �� �シスターンを使用している場合
シスターンに基準水位まで水が入っていることを確認してください。

5-3　水漏れの確認
■配管および機器から水漏れがないか確認してください。
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運転前の確認 5
電
源
の
確
認
／
排
気
筒
・
排
気
ト
ッ
プ
・
給
気
筒
接
続
口
の
確
認
／
ア
ー
ス
線
の
確
認

5-6　アース線の確認
■アース線が確実に接続されているか確認してください。

5-4　電源の確認

5-5　排気筒・排気トップ・給気筒接続口の確認

●●電源コードに無理な力を加えたり、物を乗せたりしないでください
火災や感電のおそれがあります。
●●電源プラグを抜くときは、コードを持って引き抜かないでください
火災や感電のおそれがあります。
●●電源プラグはコンセントに根元まで確実に差し込んでください
火災のおそれがあります。
●●痛んだプラグやゆるんだコンセントは使用しないでください
火災のおそれがあります。
●●ぬれた手で、電源プラグに触らないでください
感電のおそれがあります。

 注意

■機器の排気筒・排気トップ・給気筒接続口とオプション部品がしっかりと接続
されているか確認してください。

■電源に異常がないか確認してください。　

1 �� �接続されているか確認
排気筒、排気トップ、給排気筒（管、ホース）
が正しく接続されていることを確認してくだ
さい。

●● �排気筒・排気トップ・給排気筒が正しく接続されているか確認し
てください
不備があると不完全燃焼をおこすおそれがあります。

 警告

排気トップ

例：排気トップの場合

接続口

例：排気トップの場合
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運転前の確認5
オ
イ
ル
タ
ン
ク
お
よ
び
油
配
管
の
確
認

5-7　オイルタンクおよび油配管の確認

●●油漏れがないことを確認してください
火災や公害のおそれがあります。
●● 油漏れがある場合は機器の使用を中止し、お買い上げの販売店また
はお近くのネポン営業所に連絡してください
火災のおそれがあります。

 警告

1  �水抜きバルブが閉じていることを確認
する

2  �オイルタンクに燃料が十分に入ってい
るか確認する
燃料がなくなると不着火になります。
オイルタンクの1/3くらいまで減少した
ら、給油してください。

3 � �オイルタンクの送油バルブを開く

■オイルタンク、油配管から油漏れがないか確認してください。

１  �油配管の変形や破損、接合部の外れ
がないか確認する

２  送油バルブを開く
３  �油配管中に、油漏れがないことを確
認する

オイルタンクの確認

油配管の確認

お
願
い

●●オイルタンクを空にしないように…
注意してください。空のまま運転
をすると、油配管中のエア抜きが
必要となります。

開く

燃料は
十分か？

送油バルブ
を開くエア

確認

油漏れ確認
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6
給
湯
運
転
・
暖
房
運
転

6使用方法

6-1　給湯運転・暖房運転

■以下の手順で運転を開始してください。

■リモコンで操作します。

●● 燃焼中や消火直後は、高温部・排気口に手など触れないでください
やけどのおそれがあります。
●●シャワーを使用する場合や入浴するときは、温度を確かめてから
使用してください
やけどのおそれがあります。
●●ぬれた手で、スイッチなどを操作しないでください
感電のおそれがあります。
●●機器本体、燃料接続口や排気口などに乗らないでください
けがや機器の変形による故障のおそれがあります。
●●高湿度の場所では使用しないでください
本体や機器内部がぬれたり結露したりするような高湿度状態で使用する
と、漏電するおそれがあります。
●●飲料用として使用しないでください。
ひふ障害や、下痢・腹痛など体をこわすおそれがあります。
●●操作以外は、手を触れないでください
感電のおそれがあります。
●●操作部の扉は、運転操作のとき以外は閉めてください。
感電のおそれがあります。

 注意

1 � 「電源スイッチ」を押す
◎◎電源ランプが点灯します。
◎◎約５秒後にバーナが燃焼を開始し、燃焼ラ
ンプが点灯します。

　
熱交換器内の水温が温度調節の設定温度
より高いと、バーナは燃焼しません。

運　転

●●はじめて通電したときや停電復旧後などは、「電源スイッチ」を押しても
燃焼ランプが点滅し、運転を開始できません。これは停電後はじめて機
器を運転することをお知らせする機能です。…
➡22 ページ「7-1　安全装置」参照
●●このようなときは、機器の安全を確認してから、「電源スイッチ」をゆっ
くりと２回押して、運転を開始してください。

お知らせ

電 源

燃 焼

温度調節

( 点滅時異常 )

低 高

中

Ｆ

入 

切

温度調節つまみ

押
す

1
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使用方法6
給
湯
運
転
・
暖
房
運
転

2  �温度調節つまみを回して、熱交換器内の水温
を調節する
◎◎バーナが燃焼・消火を繰り返して調節した温
度に保ちます。

■温度調節と沸き上がり温度
温度調節つまみ位置 F・低 中 高

沸き上がり温度…
（目安） 15℃ 55℃ 85℃

※上記温度は、目安温度です。

■給湯量と給湯温度
給湯量（計算値）　温度調節つまみ：「高」のとき

5℃（冬季） 15℃（春・秋） 25℃（夏季）

40℃ 約14L/分 約20L/分 約30L/分※

50℃ 約11L/分 約14L/分 約20L/分

60℃ 約 9L/分 約11L/分 約14L/分

◎◎お湯と水を混合したときの計算値です。
◎◎夏季と冬季では水温に差があり、給湯栓を全開にしたとき、設定した温度に差が生
じる場合があります。◎
この場合、給湯栓を開閉し、温度を調節してください。
◎◎混合栓で温度を調節するときは、お湯側の水量を一定にして水側で温度を調節して
ください。
◎◎沸き上がり温度とお湯の温度は、お湯の使用量により一致しないことがあります。
◎◎暖房で使用するときは、お使いになる放熱器の説明書も併せてご覧ください。
◎◎暖房温度は、沸き上がり温度から約5℃を引いた値を目安に温度調節つまみを調節
してください。
◎◎※印の給湯量を得るためには、水道元圧が196kPa（2kgf/cm2）程度必要です。…
配管条件によっては得られない場合があります。

水温
給湯温度

電 源

燃 焼

温度調節

( 点滅時異常 )

低 高

中

Ｆ

入 

切

2

温度調節つまみ
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使用方法 6
給
湯
運
転
・
暖
房
運
転
／
停
電
発
生
時
の
処
置
／
凍
結
予
防
の
し
か
た

■以下の手順で運転を停止してください。

1 � 「電源スイッチ」を押す
◎◎バーナが消火し、電源ランプと燃焼ラン
プが消灯します。

停　止

6-3　凍結予防のしかた
■冬季は暖かい地域でも、給水・給湯配管、暖房配管、機器内の水が凍結し、機

器が破損することがあります。 
詳しい方法は➡26 ページ「9-1　凍結予防のしかた」を参照してください。

6-2　停電発生時の処置
■停電したときは、以下の処置をしてください。

1 � 運転を中止する
◎◎リモコンの「電源スイッチ」を押して、運転
を停止します。（右図：「切」状態）
◎◎再通電するまで使用を中止してください。

2 � 再通電後、運転を再開する
◎◎機器各部の安全を確認してください。
◎◎再通電後は、「電源スイッチ」を押すと燃焼
ランプが点滅し、運転を再開しません。…
「電源スイッチ」をゆっくりと２回押して、
運転を再開してください。…
➡22 ページ「7-1　安全装置」参照

お
願
い

●●停電時は自動的に運転を停止し、再通電しても運転を再開しませんが、リモコ
ンの「電源スイッチ」を押して停止させ、再通電されるまで使用を中止してく
ださい。

消
え
ま
す

電 源

燃 焼

温度調節

( 点滅時異常 )

低 高

中

Ｆ

入 

切押
す

1

「入」状態 「切」状態

電源 電源

電源スイッチ
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7
安
全
装
置
／
そ
の
他
の
装
置

安全装置
7-1　安全装置

■この機器は以下のような安全装置を搭載しています。異常が発生したときに作
動して、運転を停止させたり、異常内容をお知らせします。

■異常の原因や処置については➡33 ページ「12.故障・異常の見分けかたと処置方法」
をご覧ください。

7-2　その他の装置
■異常が発生したときに作動して、運転を停止させる装置です。

異常時の燃焼ランプ点滅回数とパターンは、➡35 ページ「12-3　故障診断一覧表」を
参照してください。

装置名 ランプ表示 原因 対処方法

対震自動
消火装置

燃焼ランプ 
３回点滅

・�地震のとき…
（約震度５以上）
・�機器に強い振動
や衝撃をうけた
とき

・�復帰する前に➡13 ページ「4.使用前の準備」、
16 ページ「5.運転前の確認」の手順で確認
してください。
・�リモコンの「電源スイッチ」を押して電
源ランプを消灯させ、再度押して電源ラ
ンプを点灯させてください。

燃焼制御
装置

燃焼ランプ 
１回点滅 
または 

２回点滅

・�灯油切れのとき
・�点火してもすぐ
に止まるとき

・�灯油切れとのきは、オイルタンクに灯油
を入れ➡14 ページ「4-2　給油」の手順で
行ってください。
・�リモコンの「電源スイッチ」を押して電
源ランプを消灯させ、再度押して電源ラ
ンプを点灯させてください。

　�それでも異常があるときは、お買い上げ
の販売店、またはお近くのネポン営業所
にご連絡ください。

停電安全
装置

燃焼ランプ 
１回点滅 

（６秒間隔）

・�停電のとき
・�電源プラグが…
抜けたとき

・�停電すると自動的に運転を停止し、再通
電しても燃焼ランプが６秒間隔で点滅し
て、運転を再開しません。再運転すると
きは、リモコンの「電源スイッチ」を押
して電源ランプを消灯させ、再度押して
電源ランプを点灯させてください。

過熱防止
装置

燃焼ランプ 
４回点滅 ・�熱交換器が過熱

したとき

・�電源プラグを抜き、使用を中止してくだ
さい。
・�お買い上げの販売店、またはお近くのネ
ポン営業所にご連絡ください。

装置名 ランプ表示 原因 対処方法

温度過昇
防止装置

燃焼ランプ 
５回点滅

・�熱交換器が異常
に過熱したとき

・�電源プラグを抜き、使用を中止してくだ
さい。
・�お買い上げの販売店、またはお近くのネ
ポン営業所にご連絡ください。
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8
機
器
異
常
の
確
認

8日常の点検・お手入れ
●● �排気筒・給排気筒（管・ホース）が正しく接続されているか確認
してください
運転中に排ガスが屋内に漏れて危険です。
●●排気筒がつまったりふさがれていないか確認してください
運転中に排ガスが屋内に漏れて危険です。
●●給排気筒や燃焼用空気取り入れ口が雪でふさがれていないか確認
してください
不完全燃焼や故障のおそれがあります。

 警告

●●ときどきは電源プラグを抜き、ほこりを除去してください
発火や火災のおそれがあります。
●●油漏れがないことを確認してください
火災や公害のおそれがあります
●●日常の点検やお手入れは必ず行ってください
機器が故障するおそれがあります。
●● 点検や掃除をするときは、機器を停止させ、電源プラグを抜き、送
油バルブを閉じてください
けがや感電のおそれがあります。
●●ゴム製送油管の点検・交換をしてください
ゴム製送油管を少し曲げてひび割れや亀裂があった場合は交換してくだ
さい。ゴム製送油管は時間と共に劣化しますので、ひび割れや亀裂など
がない場合でも２～３年に１度は新しいものに交換することをおすすめ
します。…
交換しないと灯油の漏れにつながり、火災のおそれがあります。

 注意

8-1　機器異常の確認
■燃焼ランプを確認してください。

1 �� 燃焼ランプが点滅していないか確認
リモコンのランプが点滅していないことを確認してく
ださい。

2 �� �点滅している場合
➡�35 ページ「12-3　故障診断一覧表」を参照し
てください。

お
願
い

点検・お手入れのときは
●●リモコンの「電源スイッチ」を押して電源ランプを消灯させて、機器が完全に
停止してから行ってください。
●●機器が冷えてから行ってください。
●●電源プラグをコンセントから抜いてください。
●●オイルタンクの送油バルブを閉めてください。

燃 焼

( 点滅時異常 )
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日常の点検・お手入れ8
毎
日
の
点
検
・
お
手
入
れ
／
月
に
１
～
２
回
の
点
検
・
お
手
入
れ

8-2　毎日の点検・お手入れ

8-3　月に１～２回の点検・お手入れ

1 �� 周囲の可燃物・危険物・ほこり
◎◎機器、排気口およびオイルタンクの周囲に燃えやすいものがないか確認してください。
◎◎機器は常に清掃し、ほこりなどはきれいにふきとってください。

2 �� 油（漏れ・たまり・にじみ）
◎◎機器、送油経路、オイルタンクなどから油漏れ、たまり、にじみなどがないか確認
してください。

3 �� ゴム製送油管
◎◎ゴム製送油管が劣化してひび割れていないか確認してください。…
ひび割れは見ただけでは見つけにくいので、手で少し曲げて確認してください。
◎◎ゴム製送油管を少し曲げてひび割れや亀裂があった場合は交換してください。…
ゴム製送油管は時間と共に劣化しますので、ひび割れや亀裂などがない場合でも…
２～３年に１度は新しいものに交換することをおすすめします。

4 �� オイルタンク
◎◎オイルタンクに灯油が１／３以上入っているか確認してください。
◎◎オイルタンクの送油バルブが開いているか確認してください。

5 �� 水漏れ
◎◎機器、配管などから水漏れがないか確認してください。

6 � アース
◎◎アースが確実に取り付けられていることを確認してください。

1 �� オイルタンクの水抜き
◎◎オイルタンクの水抜き栓から水を抜いてく
ださい。

2 �� 排気筒・排気トップ・給排気筒の周囲
◎◎排気筒・排気トップ・給排気筒が確実に取
り付けられていることや、腐食による穴あ
きなどがないか確認してください。

穴

外れ

2

水を抜く

1
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日常の点検・お手入れ

６
カ
月
に
１
～
２
回
の
点
検
・
お
手
入
れ

8
8-4　 ６カ月に１～２回の点検・お手入れ

1    逃し弁の動作確認（減圧弁方式のみ）
…◎逃し弁のレバーを上げ排水されることを確認してください。

 2    減圧弁の掃除
減圧弁は、水ストレーナを内蔵しています。
水ストレーナにごみがつまると、お湯の出が悪く
なりますので、次の手順で掃除してください。

1給水元栓を閉じてください。
2給湯栓を開き、減圧弁の負圧作動弁を押してく
ださい。
₃排水栓を開け、熱交換器および配管内の水を抜
いてください。
₄水ストレーナふたを左に回し、水ストレーナを
外してください。
₅水ストレーナをやわらかいブラシなどで水洗いしてください。
₆掃除が終わったら、逆の手順で取り付けてください。
排水栓を閉じ、給水元栓を開けて給湯栓より水が出ることを確認してください。
₇水ストレーナふたから水漏れがないか確認してください。

 3    オイルストレーナの掃除
1オイルタンクの送油バルブを閉じてください。
2オイルストレーナのケースを左に回して、スト
レーナとケースを外してください。
₃ケース内とストレーナを灯油で洗ってください。
₄掃除が終わったら、逆の手順で取り付けてくだ
さい。
₅オイルタンクの送油バルブを開け、オイルスト
レーナから油漏れがないことを確認してください。

4    電源プラグの掃除
…◎電源プラグの先端部分の間にほこりが付着して
いたら、掃除をしてください。

お
願
い

…●長年ご使用になりますと、機器の点検が必要です。
…●１年に一回の「定期点検」をおすすめします。
➡28…ページ「10.定期点検」を参照してください。

 ●機器の水抜きをするときは、機器が冷えてから行ってください
やけどのおそれがあります。 注意

水ストレーナ

減圧弁

外す

水ストレーナブラシ

水ストレーナふた

負圧作動弁

ストレーナ

ケース

ゴムパッキン

オイルストレーナ

ほこりがたまって
いたら取り除く
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9 長期間使用しないときのお手入れ

9-1　凍結予防のしかた

●●長期間使用しないときは、電源プラグを抜いてください
火災や予想しない事故のおそれがあります。
●●電源プラグを抜くときは、コードを持って引き抜かないでください
火災や感電のおそれがあります。
●●機器の水抜きをするときは、機器が冷えてから行ってください
やけどのおそれがあります

 注意

■冬季は暖かい地域でも、給水・給湯配管、暖房配管、機器内の水が凍結し、機
器が破損することがあります。 
以下の方法で凍結予防をしてください。

1 � 電源ランプの点灯を確認する
◎◎リモコンの電源ランプが点灯していること
を確認してください。
◎◎消灯しているときは、リモコンの「電源ス
イッチ」を押してください。

2 �� 温度調節をする
◎◎温度調節つまみを回して「F・低」にして
ください。

機器を運転させる方法（凍結予防運転）

お
願
い

●●凍結予防を必ず行ってください。

1  �リモコンの「電源スイッチ」を押して、電源ラン
プを消灯させる

2 �� 水を出す
◎◎給湯栓から１分間に400cc（太さが約４mm位の水
量）の水を出してください。

通水による方法

お
願
い

●●流量が不安定なことがありますので、念のため３０分ほど後にもう一度流量を
確認してください。

2

電 源

燃 焼

温度調節

( 点滅時異常 )

低 高

中

Ｆ

入 

切

温度調節つまみ

押
す

1

4mm
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長期間使用しないときのお手入れ
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た

9

お
願
い

●●給水、給湯配管および減圧弁、逃し弁には、必ずお買い上げの販売店、または…
お近くのネポン営業所に依頼して凍結予防処置をしてください。
●●停電などで運転を停止したときは、運転前に必ず機器内と水道配管が凍結して
いないことを確認してください。
●●万一凍結したときは、水漏れや燃焼不良の原因になりますので溶けるまで待つ
か、凍結した部分にぬるま湯をかけて溶かし終えた後、給湯栓から水が出るこ
とを確認してから運転してください。
●●暖房で使用する場合は、機器外の暖房配管に凍結予防ヒータや保温材などの施
工をし、凍結予防処置をしてください。
●●停電などで運転を停止したときは、運転前に必ず暖房用循環ポンプを運転して、
配管の凍結や水漏れがないことを確認してください。
●●作業についてご不明な点は、お買い上げの販売店、またはお近くのネポン営業
所にお問い合わせください。

■長期間使用しないときは、以下の手順で給湯側、または暖房側の水抜きをして
ください。

1 � �リモコンの「電源スイッチ」押して、電源ラ
ンプを消灯させる

2 � �オイルタンクの送油バルブを閉める
3 � �電源プラグをコンセントから抜く
4 � �給水元栓を閉める
5 � �給湯栓と排水栓を開いて水を抜く
6 � �再度使用するときは

➡13 ページ「4.使用前の準備」
➡�16 ページ「5.運転前の確認」

　  の手順で行ってください。

水抜きによる方法

消
え
ま
す

電 源

燃 焼

温度調節

( 点滅時異常 )

低 高

中

Ｆ

入 

切押
す

1

電源プラグを抜く3
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10  定期点検
10-1　定期点検について

この製品は、定期点検が必要です。
製品を安心して長くご使用いただくためには、法令点検（➡29…ページ「11.法定点検」）
のほかに、定期的な点検（有料）が必要です。
特に、法定点検後もご使用を継続される場合には、こまめに点検（有料）をお受
けください。
定期点検のお申し込み、内容や手続きに関するお問い合わせは、お近くのネポン
営業所、またはサービスセンターまでご連絡ください。
また、製品に同封の「点検・修理申込書」でも直接お申し込みいただけます。
必要事項をご記入のうえ、FAX（フリーダイヤル）にてお申し込みください。

 ●定期的に点検・整備を受けてください
整備不良がありますと、事故のおそれがあります。 注意

お近くのネポン営業所 サービスセンターまたは

定期点検のお申し込み・お問い合わせは･･･

FAXによる定期点検のお申し込みは･･･
FAX 0120－ 926413

このような
症状は
ありませんか

●…運転中に異常な音や振動がする
●こげくさい臭いがする
●煙突(排気筒)が赤熱する
●燃料漏れ、臭いがする
●その他の異常がある

故障や事故防止のため、
電源プラグを抜いて使用
を中止してください。
必ずお買い上げの販売店
に点検修理を依頼してく
ださい。

長年ご使用の機器の点検をぜひ！

愛情点検
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法定点検
本製品は、消費生活用製品安全法（消安法）
の長期使用製品安全点検制度※で指定される特
定保守製品です。

◎特定保守製品とは…

◎法定の点検期間になったら点検を受けてください

◎法定の所有者登録をしてください

※消安法 長期使用製品安全点検制度の法施行は2009年4月1日です。

「消費生活用製品のうち、長期間の使用に伴い生ずる劣化（経年劣化）により安全上
支障が生じ、一般消費者の生命または身体に対して特に重大な危害を及ぼすおそれ
が多いと認められる製品であって、使用状況等からみてその適切な保守を促進する
ことが適当なもの（消安法第２条第４項）」として指定された製品です。

・特定保守製品は、経年劣化による重大事故を防止するために、設計標準使用期間に
基づいて製品毎に設定された点検期間中に点検を受けることが製品の所有者の責務
として求められています（消安法第３２条の１４）。本製品に表示している点検期間
になりましたら、必ず点検を受けてください。（点検は有料です）

・なお、法定点検後もご使用を継続する場合には、こまめに点検を受けることが本製
品を安全にお使いいただくために必要となりますので、ご注意ください。

・法定点検は、その時点で点検基準に適合しているかどうかの確認であって、その後
の安全を担保するものではありません。

・特定保守製品の所有者は、この製品の製造（輸入）事業者に法定の所有者登録をす
ることが求められています（消安法第３２条の８第１項）。製品に同梱している「所
有者票」に記載している《所有者情報の登録方法》に従って、ご登録をお願いします。

・ご登録いただいた所有者情報は、消安法、個人情報保護法及び当社規定により適切
な安全対策のもとに管理し、法定点検やリコール等の製品安全に関するお知らせを
する場合以外には使用いたしません。

消安法の施行（2009年4月1日）前に製造した製品の所有者票は任意のご提供にな
ります。ご提供いただいた場合は、2009年4月1日以降に製造した製品と同等に所
有者情報を管理し、法定点検に準ずる点検やリコール等の製品安全に関するお知らせ
をいたします。所有者票のご提供（所有者登録）をしていただくことをおすすめします。
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◎登録していただいた所有者情報に変更がありましたらご連絡ください

・所有者情報に変更があった場合、この製品の製造（輸入）事業者に変更の連絡をす
ることが求められています（消安法第３２条の８第２項）。◎
引っ越しなどで所有者情報に変更がありましたら、速やかに「所有者票」に記載し
ている《所有者情報の登録方法》に掲げる点検連絡先にご連絡ください。ご連絡い
ただかない場合、法定点検やリコール等の製品安全に関するお知らせが正しく届か
ないことがあります。

◎法定の点検通知をいたします

・法定の所有者登録をしていただいた方に、登録情報に基づいて点検期間の開始前に
法定の点検通知をいたします（消安法第３２条の１２）。

・点検期間については、製品本体の表示、もしくは製品に同梱している「所有者票（お
客さま控え）」をご覧ください。

【本製品の設計標準使用期間について】
本製品は、業務用兼用を想定し、設計標準使用期間※を３年と算定しており、適切な
点検をすることなく、この期間を超えて使用すると、経年劣化による発火・けが等
の事故に至るおそれがあります。
※�設計標準使用期間とは、標準的な使用条件の下で、適切な取り扱いで使用し、適
切な維持管理が行われた場合に、安全上支障なく使用することができる標準的な
期間として設計上設定される期間で、製品ごとに設定されるものです（消安法第
３２条の３）。「無料修理保証期間」とは異なるのでご注意ください（無料修理保
証期間は保証書を参照願います）。

＜設計標準使用期間の算定の根拠＞
本製品の設計標準使用期間は、次のように設定しています。
１）始期・・・製造年月
２）終期・・・�日本ガス石油機器工業会規格JGKAS A 201の「標準使用条件」に

基づいて想定した以下の使用条件にて、当社において耐久試験等を
行い、その結果算出された数値等に基づいて、「経年劣化により安全
上支障が生ずるおそれが著しく少ないこと」を確認した時期

■使用条件（給湯）
項目 条件

1. 1日給湯回数 300回／日
2. 給湯1回の使用時間 1分ON／1分OFF
3. 1日給湯使用時間（OFF時間含む） 10時間／日
4. 季節 中間期（春・秋）
5. 気温・湿度 20℃・65％
6. 電源電圧・周波数 100V・50／ 60Hz
7. 給水温度 15℃
8. 出湯温度 機器設定最高温度
9. 湯量 最大流量相当
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＜ご注意ください＞
使用頻度、使用環境（使用水質含む）、設置場所が標準的な使用条件と異なる場合、
本来の目的以外の方法で使用された場合は、記載の設計標準使用期間よりも短い期
間で経年劣化が起きる可能性があります。これに該当するような場合は、32 ページ◎
「本製品の点検等に関するお問い合わせ先」にご連絡ください。

◎点検について

法定点検は、ネポンまたはネポンが委託した事業者が行います。

【点検の内容について】
・特定保守製品について、点検期間中に点検基準に従って実施する有料の法定点検です。

・点検基準とは消安法省令に定められており、製品区分ごとに点検項目、点検内容が
定められています。

・点検の結果は、点検結果表にてお知らせします。

・点検の結果、不適合となった場合には可能な限りの選択肢をお知らせします。この
場合、整備（修理を含む）を行って使用を継続するかどうかはお客さまの判断とな
ります。

【点検の料金について】
点検費用は、お客さまにご負担いただきます。また、点検の結果、整備必要となっ
た場合は、別途整備費用（有料）が発生いたします。点検料金は技術料、交通費な
どを合計した金額となります。
なお、点検料金の設定の基準等や、点検要請に対して速やかに対応できるよう全国
に配置しておりますサポート拠点については、下記のアドレスからご覧いただけます。
　http://www.nepon.co.jp/
インターネットでご確認できない場合は、32 ページ「本製品の点検等に関するお問い
合わせ先」にご連絡ください。

【本製品の点検の結果必要となると見込まれる整備用部品の保有期間】
整備用部品とは、法定点検の結果、不備が認められた場合に、安全性を確保（回復）
させるために必要な部品であり、補修用性能部品（製品の機能を維持するために必
要な部品）とは異なります。
１．�点火・消火装置に関する部品：製造打切後１０年◎
点火プラグ・イグナイター・ＣｄＳ・フォトトランジスター

２．�水・湯・通路に関する部品：製造打切後１０年◎
サーミスター・パッキン・Ｏリング

３．�安全装置に関する部品：製造打切後１０年◎
感震器・ハイリミットスイッチ・温度ヒューズ◎

※�補修用性能部品の保有期間については、39 ページ「15.アフターサービス」をご覧く
ださい。
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本製品の点検等に関する問い合わせ先

ネポン株式会社　サービスセンター
Tel:　（046）247－3195

【本製品の日常的に行うべき点検・お手入れ】
製品を安全にご使用いただくために、月一回程度は、お客さまで日常的に点検やお
手入れを行ってください。

＜点検・お手入れ前のご注意＞
・リモコンの「電源スイッチ」を押して電源ランプを消灯させて、機器が完全に停
止してから行ってください。

・製品の使用後は、製品や製品内のお湯が高温になっていますので、やけど予防の
ため製品が冷えてから行ってください。

・電源プラグをコンセントから抜いてください。

・オイルタンクの送油バルブを閉めてください。

＜点検・お手入れの内容＞
・取扱説明書の、日常の点検・お手入れに関する項目および、安全上の注意に関す
る項目をご参照ください。

・次のような症状があれば経年劣化の兆候と考えられますので、上記お問い合わせ
先にご連絡ください。

		 □ 運転中に機器から異常音が聞こえる
		 □ 機器外観に異常な変色や傷がある
		 □ 機器・配管から水漏れがある
		 □ 排気トップ部にすすがついている
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1212 故障・異常の見分けかたと処置方法

12-1　故障診断（状況から調べる）

■修理を依頼される前に、一度確認してください。 
原因が分からないときや、故障が確認されたときは、必ずお買い上げの販売店、
またはお近くのネポン営業所にお問い合わせください。

●●異常（異音・異臭）を感じたときや故障と思われるときは使用を
中止し、お買い上げの販売店またはお近くのネポン営業所に連絡
してください
異常のまま使用すると感電や火災、事故のおそれがあります。

 警告

状　況 ランプ表示 原　因 処置方法

リモコンの電源
スイッチを押し
ても電源ランプ
が点灯しない

電源ランプ消灯
燃焼ランプ消灯

電源プラグが抜けて
いる

電源プラグをコンセントへ差し
込む

停電している 通電されるまで使用を中止する
➡�21 ページ「6-2　停電発生時
の処置」参照

その他 お買い上げの販売店、またはお
近くのネポン営業所にご連絡く
ださい

給湯栓を開いて
も、お湯（水）
が出ない

給水元栓が閉まって
いる

給水元栓を開く

給湯栓を開く
と、水は出るが
お湯が出ない

電源ランプ点灯
燃焼ランプ 

１回点滅（６秒間隔）

停電安全装置が働い
ている

➡�22 ページ「7-1　安全装置」
参照

電源ランプ点灯
燃焼ランプ 

１回または２回
点滅（２秒間隔）

灯油が切れている オイルタンクに灯油を補給する

オイルタンクの送油バ
ルブが閉まっている

送油バルブを開く

油配管内に空気が
入っている

➡�15 ページ「4-3　油配管のエ
ア抜き」参照

オイルストレーナが
詰まっている

➡�25 ページ「8-4.❸オイルスト
レーナの掃除」参照

灯油の中に水や不純
物が混じっている

オイルタンクの水抜きをする、
または良質の灯油に交換する

その他 お買い上げの販売店、またはお
近くのネポン営業所にご連絡く
ださい

お湯の出る量が
少ない

電源ランプ点灯
燃焼ランプ点灯

減圧弁の水ストレー
ナが詰まっている

➡�25 ページ「8-4.❷減圧弁の掃
除」参照
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12-2　次のようなときは故障ではありません

こんなとき 理　由

給湯栓を開いても、すぐにお湯
が出ない

機器から給湯栓までの距離があるため、お湯が出てくるま
で少し時間がかかります。

燃焼しているときに、逃し弁か
らお湯が出る

水からお湯になるときの膨張分が逃し弁から出ます。故障
ではありません。

お湯が白く濁って見える
水中に溶け込んだ空気が熱せられて、大気圧まで急速に減
圧されることで、細かい気泡となって出てくる現象です。
汚濁とは全く違い、無害です。

排気トップ・給排気筒から白い
煙が出る

冬季に、吐く息が白く見えるように排ガス中の水蒸気が白く
見えます。

給湯運転中にリモコンの燃焼ラ
ンプがときどき消灯する 給湯栓からのお湯が少ないと、断続運転することがあります。

状　況 ランプ表示 原　因 処置方法

お湯の温度が…
低い

お湯の温度調節が適
切でない

➡�19 ページ「6-1.❷温度を調節
つまみを回して、熱交換器内
の水温を調節する」参照

その他 お買い上げの販売店、またはお
近くのネポン営業所にご連絡く
ださい

その他
電源ランプ点灯

燃焼ランプ 
2回点滅（10秒間隔）

設計標準使用期間3年
相当が経過した

法定点検のお知らせです
故障ではありませんが、お買い
上げの販売店、またはお近くの
ネポン営業所にご連絡のうえ、
点検を受けてください

電源プラグを抜き、オイルタン
クの送油バルブと給水元栓を閉
めて、排水栓を開き水抜きをし
てから、お買い上げの販売店、
またはお近くのネポン営業所に
ご連絡ください
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12
12-3　故障診断一覧表

0.4秒

0.4秒

点
灯

0.4秒

0.4秒

点
灯

0.4秒
点
灯

0.4秒

0.4秒

点
灯

消
灯

0.4秒

0.4秒

点
灯

消
灯

消
灯

消
灯

0.4秒

（くり返し）
点
灯

消灯2秒
（停電復旧時は６秒）

消灯2秒
（停電復旧時は６秒）

例）対震自動消火装置（感震器）作動　　３回点滅（２秒間隔）

燃焼ランプ　異常時点滅パターン

状　況
リモコン
燃焼ランプ
点滅回数

処置方法

停電復旧したとき １回（６秒間隔）

➡�33 ページ「12-1　故障診断（状
況から調べる）」参照点火しないとき（不着火） １回（２秒間隔）

点火してもすぐ消える（失火） ２回（２秒間隔）

対震自動消火装置（感震器）が働いた…
とき ３回（２秒間隔） ➡�22 ページ「7-1　安全装置」…参照

過熱防止装置（ハイリミット）が働いた
とき ４回（２秒間隔）

電源プラグを抜いて、お買い上
げの販売店、またはお近くのネ
ポン営業所にご連絡ください

温度過昇防止装置（ハイカット）が働い
たとき ５回（２秒間隔）

外部インターロックが働いたとき ７回（２秒間隔）

バーナコントロールリレーに異常がある
とき ８回（２秒間隔）

残火・疑似炎を検出したとき ９回（２秒間隔）

缶水サーミスタが断線または短絡した…
とき １０回（２秒間隔）

過熱防止装置（ハイリミット）が断線ま
たは短絡したとき １１回（２秒間隔）

法定点検のお知らせ ２回（10秒間隔）

故障ではありません。設計標準
使用期間の3年が経過しました
お買い上げの販売店、またはお
近くのネポン営業所にご連絡の
うえ、点検を受けてください。
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部品交換のしかた

■部品交換が必要なときは、お買い上げの販売店、またはお近くのネポン営業所
にご相談ください。

■修理は、修理資格者※のいる店などに依頼してください。
※修理資格者：�（財）日本石油燃焼機器保守協会で行う技術管理講習会修了者（石油

技術管理士）、または技術講習会修了者（点検整備士）

●● 減圧弁・逃し弁など、オプション品（別売品）もネポン指定品を 
使用してください
指定以外の部品を使用すると、事故・故障のおそれがあります。

 警告
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1414 仕様
14-1　仕様
型 式 の 呼 び（ 型 名 ） ＯＮ－３１３   

区　　　　 分 ＜ ＊ ２ ＞ ＯＮ－３１３ １５/１６ ＯＮ－３１３Ｆ １５/１６

種 　 類

燃 焼 方 式 圧 力 噴 霧 式

給排気方式 屋外用開放形
屋内用半密閉式強制排気形

屋内用密閉式
強制給排気形

用途別方式 給湯又は暖房用

加 熱 方 式 １缶１水路式

給 水 方 式 水道直結式（減圧弁方式）又はシスターン式

点      火       方       式 高電圧放電点火

使 用 燃 料 灯油（ＪＩＳ１号灯油）

燃 料 消 費 量 ４４．４ｋＷ（４．３Ｌ/ｈ）

暖 房 効 率 ８１ ％

暖 房 出 力 ３６.０ ｋＷ

連 続 給 湯 効 率 ８１ ％

連 続 給 湯 出 力 ３６.０ ｋＷ

間 欠 給 湯 出 力 １３０００ｋＪ

熱 交 換 器 容 量 ５０ Ｌ

使 用 圧 力 ０．１ ＭＰａ以下

伝 熱 面 積 １.２ ｍ２

外      形       寸       法 高さ ９１４ mm 　 幅 ４４４ mm 　 奥行 ７０２ mm    ＜＊１＞

質 量 約 ６１ ｋｇ

電 源 電 圧 及 び 周 波 数 ＡＣ１００Ｖ  ５０／６０Ｈｚ＜＊２＞

定 格 消 費…
電 力

点 火 時 １０５／１１０ Ｗ １２０／１３０ Ｗ

燃 焼 時 ８５／９５ Ｗ １０５／１１５ Ｗ

給排気筒の型式の呼び － ＮＢ・ＦＦ－１０１Ａ
排 気 筒・ 給 排 気 筒 の
呼 び 径 排気筒φ100mm Ｄ８０

給排気筒の壁貫通部の孔径 － φ120mm

排 気 温 度 ２６０ ℃以下

騒 音 レ ベ ル 約 ５０ ｄＢ

ノ ズ ル

噴 霧 量 １．２ ＧＰＨ
ス プ レ ー
パ タ ー ン ダンフォス社のＫＨタイプ

噴 霧 角 度 ６０度

配 管 径

逃 し 口 ２５Ａオス（Ｒ １）＜上面＞

暖房往き口
４０Ａメス（Ｒｐ１-１／２）＜左右面＞

給 湯 口

暖房戻り口

４０Ａメス（Ｒｐ１-１／２）＜左右面＞給 水 口

排 水 口

電 流 ヒ ュ ー ズ ５Ａ（ガラス管ヒューズ）

安 全 装 置 対震自動消火装置・過熱防止装置・燃焼制御装置・停電安全装置

そ の 他 の 装 置 温度過昇防止装置

付 属 品 送油管セット（φ８銅管・ﾌﾚｱﾅｯﾄ・ﾎｰｽｼﾞｮｲﾝﾄ・ﾎｰｽﾊﾞﾝﾄﾞ・ﾊｰﾌﾕﾆｵﾝ）、プラグ、異径ソケット
  ６０Hz用給気ダンパ（ON-313F15のみ）、固定金具

＊１ 本体のみの大きさです。
＊２ 末尾の「５」は50Hz設定、「６」は60Hz設定です。
●仕様寸法などは改良のため、予告なく変更することがあります。
●単位はＳＩ単位で表しています。
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配
線
図
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送
油
経
路
図

14-3　送油経路図

14-2　配線図

送油バルブ

送油パイプ

電磁ポンプ

送油管

機器

オイルストレーナ

ノズル

オ
イ
ル
タ
ン
ク

ディファレン
シャル切替

バーナコントロールリレー
Ｐ－１３４０ＰＴ

リモコン

ＤＰＳＷ１

Ｊ
Ｐ
１

Ｊ
Ｐ
２

Ｊ
Ｐ
３

Ｊ
Ｐ
４

Ｊ
Ｐ
５

凍結予防ヒータ

ハイリミット

警
報

出
力

（
Ｏ
．
Ｃ
）

Ｓ
Ｖ

リセット

火
炎

検
出

器
電

磁
弁

缶水サーミスタ
異常ランプ

ハイリミット
異常ランプ

電源ランプ

燃焼ランプ

１ ２ ３ ４ ５

ＤＰＳＷ２

ＴＨ１

黒 黒黒 黒

ＨＬ

外部運転
スイッチ

外部インター
ロック

缶水
サーミスタ

ＥＳ

空 空

感震器

Ｐ
Ｔ
ｒ

※警報出力無電圧接点
　容量：１００ＶＡ以下＜抵抗負荷＞
　　　（ＡＣ１００Ｖ　１Ａ以下）

警
報

出
力

接
点

※電磁ポンプ連動
　有電圧接点（ＡＣ１００Ｖ）
　容量：３０ＶＡ以下＜抵抗負荷＞
　　　（ＡＣ１００Ｖ　０．３Ａ以下）

ウイア

灰青茶
（注）使用せず

別売部品Ｔ－１２５０ポンプ基板に使用

ＩＧ ＦＡＮＳＰ ＨＣ

ハイカット

赤 赤

電磁
ポンプ

送風機
モータ

アース

電源プラグ
ＡＣ１００Ｖ
５０／６０Ｈｚ

赤 黄 緑 白 黒

イグナ
イタ

赤

制　御　回　路

１
アイウ

茶 青 灰

（注）使用せず

別売部品
ＲＣ－７０リモコンに使用

給湯リモコン　ＲＣ－４５

ランプ ランプ
電源
スイッチ

ＶＲ

黄 緑 白 黒

２３ ４５

電源燃焼
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アフターサービス

☎（046）247 ー 3195
月曜日～金曜日　9：00～17：00

お買い上げの
販売店

お近くの
ネポン営業所

サービスセンター

または

修理のご用命は… ご相談

■ご連絡いただきたい内容
◉品　名　　　◉型　式
◉お買い上げ日（　年　月　日）
◉故障の状況 （できるだけ具体的に）
◉�お名前　　　◉電話番号
◉ご住所（�付近の目印などもあわせて

お知らせください）
◉訪問希望日

■修理料金の仕組み
修理代は技術料・部品代・交通費から…
構成されています。

技術料…�故障した商品を正常に修復する
ための料金です。

部品代…�修理に使用した部品代金です。
交通費…�車両・移動に必要な料金です。

■保証期間中は･･･
修理に関しては保証書をご覧ください。
保証書の規定に従って修理させていた
だきます。

■保証期間が過ぎているときは･･･
修理すれば使用できる場合には、ご希望
により有料で修理させていただきます。

■�保証期間は、お買い上げ日から１年です。…
保証期間中でも有料となる場合があります。詳しくは保証書をご覧ください。

FAX 0120－926413

　�製品に同封の「点検・修理申込書」でも直接修理をお申し込みいただけます。…
必要事項をご記入のうえ、FAX（フリーダイヤル）にてお申し込みください。

■�この製品の保証書は、取扱説明書の最終ページに記載しています。…
「お買い上げ日・販売店名」などの記入を必ずお確かめのうえ、お買い上げの販
売店からお受け取りください。…
内容をよくお読みいただき、大切に保管してください。

　�33～ 35ページ「故障・異常の見分けかたと処置方法」に従ってお調べいただき、
なお異常があるときは、元電源を切って（電源プラグがある場合は、電源プラ
グを抜いて）、お買い上げの販売店、または お近くのネポン営業所にご連絡くだ
さい。

　�この製品の補修用性能部品の保有期間は、製造打ち切り後10年です。…
補修用性能部品とは、その製品の性能を維持するために必要な部品です。

15-1　保証について

15-2　補修用性能部品の保有期間

15-3　修理を依頼されるとき
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16 据え付け工事の確認

16-1　据え付け工事の確認

据え付け場所の選定

■据え付け・配管・電気工事は、関連する法規と、別冊の工事説明書に従って行
われているか確認してください。

■据え付けには、火災予防条例、電気設備に関する技術基準などの法令基準があ
ります。 
工事説明書（別冊）をよくお読みになり、お買い上げの販売店、または据え付
け工事業者と相談して、設置場所を選定してください。 

●●据え付け工事が正しくされているか確認してください
不備があると漏電や火災のおそれがあります。 警告

■可燃物との距離を離してください
◎◎標準据え付け例…
※機器前面は保守点検スペースとして、 120cm以上あけてください。

正面図

可燃物 後方可燃物

窓
排気トップ

可
燃
物

可
燃
物

可
燃
物

機器

機器
60c

m以
上60

cm
以
上

15cm以上

※120cm以上
（保守点検
　スペース）

後面

前面

15cm
以上

30cm
以上

■屋外用開放形

15cm
以上

15cm
以上

平面図
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16

騒音防止について

据え付け工事後の確認

試運転

■設置場所によって、騒音は大きく変わります。騒音公害とならないように十分
配慮して、設置場所を選定してください。

■据え付け工事が終わりましたら、もう一度工事説明書（別冊）「8.工事完了後の
確認」をお読みになり、正しく据え付けられているか確認してください。

■試運転は、必ずお買い上げの販売店、または据え付け工事業者と一緒に行って
ください。➡工事説明書（別冊）「9.試運転」を参照してください。

上方可燃物

機器

60cm
以上

4cm
以上

平面図

正面図

■屋内用密閉式強制給排気形

屋内 屋外

後方可燃物

前方
可燃物

下方可燃物

不燃物
可燃物

側方可燃物

可
燃
物

可
燃
物

可
燃
物

可
燃
物

15cm以上

20cm以上

60cm以上
不燃物のときは
30cm以上

45度 45cm以上

※120cm以上
（保守点検
　スペース）

後面

前面

15cm
以上

15cm
以上

15cm
以上

15cm
以上

30cm以上

給気
排気

給排気筒トップ

（　　　　）

壁厚
15～27cm以内

■屋内用半密閉式強制排気形

上方可燃物

後方可燃物

可燃物

可
燃
物

可
燃
物

機器

60
cm
以
上

60
cm
以
上

30
cm
以
上

6c
m以
上

6cm以上

先下り勾配

空気取り
入れ口

固定
金具

換気口
排気エルボトップ

15cm
以上

15cm
以上

15cm
以上 15cm

以上
15cm
以上 可

燃
物

可
燃
物

15cm以上

※120cm以上
（保守点検
　スペース）

後面

前面

屋内 屋外

15cm
以上

15cm
以上

平面図
正面図
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﻿

移
設
・
廃
棄
・
譲
渡

移設・廃棄・譲渡

不明のときは、お買い上げの販売店、またはお近くのネポン営業所にご相談くだ
さい。

●●移設する場合は、必ずお買い上げの販売店、またはお近くの 
ネポン営業所へ依頼してください
不備があると感電や火災のおそれがあります。

 警告

●●譲渡のときは取扱説明書を添付してください
お使いになっている機器を他に売ったり、譲渡するときは、新しく所有
者となる方が安全な正しい使いかたを知るために、この取扱説明書を機
器の目立つ場所にテ－プ止めしてください。
●●廃棄は専門業者へ依頼してください
廃棄する場合は必ず専門業者へ依頼してください。絶対に投棄などはし
ないでください。

 注意
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保
証
書

保証書

保 証 規 定

1.�お客様の取扱説明書、本体貼付ラベルなどの注意表示による正常なご使用状態で、保証期間中に故障
した場合には、お買い上げの販売店に出張修理をご依頼のうえ、修理に際して本書をご提示ください。
無料修理をさせていただきます。

2.�なお、保証期間中の修理などアフターサービスについてご不明な場合は、お買い上げの販売店または
お近くのネポン営業所にお問い合わせください。

3.次のような場合は、保証期間内でも有料修理となります。
①ご使用上の誤り、不当な修理や改造による故障および損傷。
②お買い上げ後の据え付け場所の移動、落下などによる故障および損傷。
③�火災、塩害、ガス害、地震、風水害、落雷、異常電圧およびその他の天災地変による故障および損傷。
④本書のご提示がない場合。
⑤�本書にお買い上げ日、お客様名、販売店名の記入のない場合、あるいは字句を書き変えられた場合。
⑥車両・船舶など備品として使用した場合に生ずる故障および損傷。
⑦本体銘板に記載された燃料以外を使用された場合の故障及び損傷。
⑧機器や配管などの凍結による故障および損傷。
⑨�指定品以外の部品（膨張タンク、逃し弁など）を使用した場合および指導以外の誤った工事をした場
合の故障および損傷。
4.本書は日本国内においてのみ有効です。
5.ご転居の場合は事前にお買い上げの販売店にご相談ください。
6.�ご贈答品など本保証書に記入してあるお買い上げの販売店に修理がご依頼できない場合には、お近く
のネポン営業所にご相談ください。

7.�離島および離島に準ずる遠隔地への出張修理を行った場合は、出張に要する実費を申し受けます。
※�この保証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて、無料修理をお約束するものです。従って、
この保証書によってお客様の法律上の権利を制限するものではありませんので、保証期間経過後の修
理について、詳しくは➡39 ページ「15.アフターサービス」をご覧ください。
　�なお、ご不明な場合は、お買い上げの販売店またはお近くのネポン営業所にお問い合わせください。

※品名

※形式

※お客様

お名前 　　　　　　　　　　様

ご住所

ＴＥＬ

保証期間

本　体 1年

　※お買い上げ日

　　　年　　　月　　　日　から

　　　年　　　月　　　日　まで

本書は、本書記載内容で、無料修理を行うこと
をお約束するものです。…
※印欄に記入のない場合は無効となりますから
必ず記入の有無をご確認ください。…
もし、記入がない場合には、ただちにお買い上
げの販売店にお申し出ください。…
本書は再発行はいたしませんので、紛失しない
ように大切に保管してください。

※販売店

 住所・店名

㊞

 ＴＥＬ

保証書

	 修理実施日	 修理内容	 担当者



〒150－0002　東京都渋谷区渋谷１丁目４番２号

URL：http://www.nepon.co.jp/

お客様へ

お買い上げ年月日、
販売店名を記入してください。 
サービスを依頼されるとき、
お役にたちます。

□ お買い上げ年月日／　　　　　　年　　  　 月　　  　 日

□ お買い上げ販売店／

電話番号（　　 　　 　 ）　　　　　　－

環境に配慮した紙を使用しています。 無断転載・不許複製禁止


